
範
科
の
生
徒
た
ち
も
参
列
し
た
。
辿
骸
は
鎌
倉
の
華
蔵
院
に
埋
葬
さ
れ
、
郷
里

に
本
墓
が
建
立
さ
れ
た
。

同
年
三
月
＝―-
十
一
日
、
天
来
の
後
任
に
門
人
の
石
栖
犀
水
（
本
名
啓
十
郎
）

が
採
用
さ
れ
、
図
両
師
範
科
第
一
＼
第
三
年
の
「
習
字
」
（
毎
週
一
一一
時
間
）
を

比
田
井
小
琴
と
と
も
に
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
比
水
は
明
治
二
十
九
年
一

月
九
日
に
福
岡
県
築
上
郡
吉
富
村
矢
方
に
生
ま
れ
、
広
島
高
等
師
範
学
校
、
広

島
文
理
科
大
学
を
卒
業
し
た
。
大
正
六
年
よ
り
天
来
の
門
人
と
な
り
、
九
州
刀

学
院
、
鯉
城
書
道
会
を
創
設
し
、
広
島
高
等
師
範
お
よ
び
広
島
陸
軍
幼
年
学
校

の
教
師
を
つ
と
め
て
い
た
。
彼
は
第
二
次
大
戦
後
に
日
展
出
品
作
家
、
新
潟
大

学
お
よ
び
二
松
学
舎
教
授
、
文
学
博
士
、
全
日
本
書
道
教
育
協
会
理
事
長
お
よ

び
会
長
、
日
本
書
道
芸
術
専
門
学
校
（
扶
桑
学
園
）
校
長
と
し
て
活
躍
し
、
書

道
界
の
第
一
人
者
と
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
乎
成
五
年
二
月
十
五
日
に
死
去
。

そ
の
業
績
に
つ
い
て
は
『
書
学
』
第
五
二
三
号

、

第
五
二
四
•

五
二
五
号
合
併

号
（
平
成
五
年
十
月
、
十
二
月
）
の
石
稲
犀
水
追
悼
特
集
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
昭
和
―――
十
七
年
ま
で
掲
げ
ら
れ
て
い
た
「
東
京
芸
術
大
学
」
の
木

額
（
芸
術
資
料
館
蔵
）
は
犀
水
の
筆
に
成
る
も
の
で
、
各
地
の
石
碑
に
も
彼
の

筆
跡
が
留
め
ら
れ
て
い
る
。

⑧

原
田
謹
次
郎
に
講
師
嘱
託

昭
和
十
四
年
四
月
十
五
日
、
本
校
は
原
田
謹
次
郎
（
号
尾
山
）
に
講
師
（
東

洋
文
学
授
業
週
二
時
間
担
任
）
を
嘱
託
し
た
。
原
田
は
明
治
十
五
年
七
月
十
八

日
愛
知
県
に
生
ま
れ
、
同
四
十
年
本
校
漆
工
科
を
卒
業
し
た
。
同
四
十

一
年
三

月
か
ら
一
年
間
、
中
国
福
建
工
芸
学
堂
の
教
師
を
つ
と
め
、
大
正
三
年
か
ら
同

十
一
年
の
間
、
中
国
各
地
の
美
術
を
調
査
、
研
究
し
、
同
十
四
年
に
は
大
東
文

昭
和
十
―
―一年

昭
和
十
――一
年

続
輯
執
節
中

化
協
会
幹
事
と
な
り
、
昭
和
三
年
四
月
か
ら
同
七
年
三
月
に
か
け
て
外
務
省
文

化
事
業
部
の
助
成
に
よ
り
日
本
に
現
存
す
る
中
国
法
書
、
名
画
の
調
査
に
従

れ
、
同
七
年
七
月
か
ら
同
十
二
年
三
月
に
か
け
て
同
部
の
助
成
に
よ
り
中
国
画

論
の
研
究
に
従
事
し
た
。
同
八
年
四
月
か
ら
は
大
東
文
化
学
院
講
師
（
東
洋
美

術
史
担
任
）
を
、
ま
た
、
同
十
四
年
二
月
か
ら
は
東
京
帝
室
博
物
館
事
務
嘱
託

の
職
に
就
い
て
い
た
。
自
筆
履
歴
書
（
本
学
蔵
）
に
は
昭
和
十
四
年
四
月
現
在

ま
で
の
著
述
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
―
―一
年

著
作
概
目

一
大
東
美
術
全
十
二
輯
大
正
十
四
年
至
昭
和
二
年
大
東
美
術
振
興
會
痰
行

一
支
那
縮
盟
史
一
巻
鱈
疇
叡
紅
郎
卜
共
著
萬
里
閣
痰
行
大
支
那
大
糸
本

昭

和

六

年

興

文

社

稜

行

河
井
荼
腹
外
二
人
卜
共
撰

一
支
那
南
盟
大
成
全
二
十
二
巻

一

支

那

名

盟

賓

鑑

一

巻

昭

和

十

一

年

大

塚

巧

藝

社

痰

行

一
日

本

現

在

支

那

名

霊

目

録

一

巻

大

塚

巧

藝

社

焚

行

一
支
那

盟

学

書

解

題

一

巻

大

塚

巧

藝

社

発

行

一
支

那

盟

學

総

論

第

一

輯

大

塚

巧

藝

社

焚

行

山
脇
洋
二
の
採
用

⑨
 

昭
和
十
四
年
五
月
八
日
、
山
崎
洋
二
が
教
務
嘱
託
（
彫
金
部
勤
務
）
と
な
っ

た
。
山
脇
は
明
治
四
十
年
十
二
月
二
日
、
東
京
に
生
ま
れ
、
昭
和
五
年
本
校
金

工
科
彫
金
部
を
卒
業
し
、
同
九
年
以
降
東
京
帝
室
博
物
館
研
究
生
と
し
て
古
代

彫
金
模
造
に
従
事
し
て
い
た
。
な
お
、
同
六
年
よ
り
帝
展
、
次
い
で
文
展
に
入

選
を
続
け
、
第
二
回
文
展
に
お
い
て
「
龍
文
之
亀
個
物
」
が
特
選
と
な
っ
た
。
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